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はじめに

近年、学卒後もなお親と同居し、また食・住と

いった基礎的生活条件を親に依存しながらリッチ

な生活を送っている未婚者たちが、東京学芸大学

の山田昌弘助教授に「パラサイト・シングル」１）

と名づけられ話題になっている。「パラサイト」

とは「寄生」という意味なので「寄生独身者」と

いえるだろう。つまり、多くの親は成人している

子供たちを「寄生」させておくことに関しては、

なんら今までの暮らしと変わるわけではないので、

彼らは親の経済力のもとで親が困らない程度に寄

生し、親からもらえるもの（家事労働など）を当

然のごとく享受し、自分たちの生活を謳歌するこ

とができるのである。

しかしながら、これまで「パラサイト・シング

ル」と呼ばれる世帯内単身者が社会・経済に及ぼ

す影響について、社会学的に論議されることはあ

っても、経済学的・統計学的にはなかなか捉える

ことが難しく課題となっていた。

そこで本稿では、１９９５年国勢調査「親子の同居等

に関する特別集計結果」と２０００年６月に国立社会

保障・人口問題研究所が行った「世帯内単身者に

関する実態調査」の結果を活用して、「パラサイ

ト・シングル」の実態に迫ってみたい。

１　「パラサイト・シングル」について

ここでは子供に対する親の考え方や、国勢調査

の集計結果や他の調査の結果を用いて「パラサイ

ト・シングル」を巡る実態を明らかにしたい。

１．１　子供に対する親の考え方・思い

山田助教授によると、「パラサイト・シングル」

が生み出されるきっかけとして、社会学的立場から

次のように述べている。戦前の日本は、多くの家庭

が二世帯・三世帯で暮らしており、家族全員で働く

ことが当たり前であった。子供は労働力として重宝

されていたのである。しかしながら、戦後から高度

経済成長期にかけて地方の若者が都市部に集まり、

そこで結婚して核家族を形成していった。つまり、

この時期には子供は労働力といった概念はなくなり、

家庭は子供を育て、子供を愛していく場となってい

た。また、戦前はほとんどの親には経済的余裕が

なく、子供のために何かしようにもできない状態

であったが、一方、高度経済成長期には親は収入

を順調に伸ばしていき、子供の人数も２、３人の

「パラサイト・シングル」の実態に迫る
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家庭が多くなっていたため、子供に対してかける

金銭的余裕も生れていった。それゆえ、このよう

な状態が子供に対して尽くす傾向をも生み出して

いったと言えるだろう。それは例えば大学までの

学費を親が負担するような行為を親も子も当然と

する行動に表れており、米国のように大学へは親

の援助はほとんど受けず、アルバイトや奨学金で

卒業するのと全く対照的である。こうして、親の

庇護の下「パラサイト・シングル」が出現してき

たというのである。

１．２　国勢調査からみたいわゆる「パラサイ

ト・シングル」

１９９５年国勢調査「親子の同居等に関する特別集

計結果」によると、１９９５年では全国における人口

１億２，５４４万人（年齢「不詳」を除く）のうち親

と同居している人は、５，３３０万人で、全国の人口

に対する割合で換算すると４２．５％と５割を下回っ

ている（図表１）。

いる人は、未婚者が２，１０４万人（男性の未婚者の

７８．８％にあたる）となっている一方、女性では親

と同居している人は、未婚者が１，９３６万人（女性

の未婚者の８４．９％にあたる）となっている（図表

１、２）。これを年齢別にみてみると、２０歳未満

で親と同居している人は、２，７４２万人（２０歳未満

図表１　未婚者の親との同居（実数）
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（資料）総務省統計局「１９９５年国勢調査」

図表３　年齢別親との同居（実数と割合）
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（資料）総務省統計局「１９９５年国勢調査」

図表２　未婚者の親との同居（割合）
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（資料）総務省統計局「１９９５年国勢調査」
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これを男女別にみてみると、親と同居している

人のうち、男性は２，７３８万人（男性人口の４４．５％）、

女性は２，５９２万人（女性人口の４０．５％）となって

おり、親との同居率は男性の方が女性に比べて、

やや高くなっていることがわかる（図表２）。

次に配偶関係別にみると、男性で親と同居して
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の者の９６．０％を占める）、２０歳以上は２，５８８万人

（２０歳以上の者の２６．７％）となっている（図表３）。

未婚者と親との同居率が高いのは、未成年者のほ

とんどが親と同居していることによりわかる。平

均初婚年齢に近い２０～３９歳の未婚者に関して、親

と同居している数は１，１８５万人（２０歳以上の者の

６７．６％）であり、これは全国の人口の１割近くを

占めており、親との同居率は、男性が６２．７％（６３２

万人）、女性が７４．２％（５５３万人）となっている

（図表４）。ちなみに、２０～３９歳の者のうち、単身

で世帯を構えている者は５１２万人であるが、この

１，１８５万人が山田助教授が言うところのパラサイ

ト・シングルに近い集団ではないかと考えられる。

１．３　パラサイト・シングルの実態

国立社会保障・人口問題研究所が２０００年６月に

行った「世帯内単身者に関する実態調査」では、

１８歳以上の未婚親族が同居する世帯とその世帯の

１８歳以上の未婚親族が対象とされ、学生を除いて

行われた。該当世帯の特徴をあげると、世帯主の

４５．８％が５０歳代に集中しており、４０歳代後半から

６０歳代前半までを入れてみると、全体の７１．２％に

なっている（図表５）。

図表４　年齢別未婚者の親との同居（実数と割合）
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図表５　世帯主年齢分布
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（資料）国立社会保障・人口問題研究所
「世帯内単身者に関する実態調査」

次に該当世帯の世帯構造については、「両親と

未婚の子のみ」が５８．５％と過半数を超えており､

「一人親と未婚の子のみ」の１５．１％を加えると、

７３．６％となり核家族が主流であることがわかる。

また、世帯収入分布をみてみると、世帯収入は

該当世帯の約半数が５００万円から１，２００万円未満に

あることがわかる。よって、豊かな所得階層に必

ずしも偏っているものではないのである。また、

主な収入源は雇用者所得が６２．７％となっており、

事業者所得が１４．６％であるので、全体の約８割は

稼得所得であることがわかる（図表６）。

次に該当個人の学歴についてだが、全体の３３．８％

が短大・大卒以上であり、高学歴に偏っているわけ（資料）総務省統計局「１９９５年国勢調査」
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ではなさそうである。また、２０歳代においては、専

門・専修学校卒（１９．２％）と短大・高専卒（１６．０％）

の割合が他の年齢層に比べて高いことがわかる（図

表７）。

２　パラサイト・シングルのライフスタイル・意

識

２．１　暮らしに対する満足感

図表８は内閣府が行っている「国民生活に関す

る意識調査」より現在の生活に関する満足度を表

したものである。ここで特に注目したいのは、年

齢別の満足度の変化である。１９７３年では２０歳代は

もっとも低い満足度であったが、１９９７年では反対

にもっとも高い満足度を示している。また、１９７３

年では年齢が高くなるほど満足度が高くなってい

るのだが、一方１９９７年では４０歳代を底にＵ字型を

描くようになってしまった。つまり、２０歳代は高

度成長期から現在に至るまで生活水準・満足度が上

昇し、加えて不況であってもその満足度が下がって

いないというのである。

図表６　世帯構造分布と主たる収入源の内訳
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（資料）国立社会保障・人口問題研究所
「世帯内単身者に関する実態調査」

図表７　年齢階級別学歴分布

義務教育 高　校
専 門 ・
専修学校

短大・
高　専

大学以上 そ の 他

～１９
２０～２９
３０～３９
４０～４９
５０～５９
６０～
全　体

１７．２
４．１
６．３
１９．１
２２．８
３４．６
７．０

７８．０
３８．８
４３．１
４５．８
４８．１
２３．１
４２．６

４．３
１９．２
１２．９
５．９
５．１
１９．２
１５．８

０．０
１６．０
１３．３
５．５
８．９
０．０
１３．４

０．０
２１．５
２３．８
２１．６
１２．７
１５．４
２０．４

０．５
０．５
０．６
２．１
２．５
７．７
０．７

（％）

（資料）国立社会保障・人口問題研究所
「世帯内単身者に関する実態調査」

図表８　暮らしに対する満足度
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２．２　コストレスの生活

普通、家を出て一人暮らしを始めると家賃・光

熱費・食費等を払い、家事をこなさなければなら

ない。しかしながら、前述しているとおり、パラ

サイト・シングルは親と同居して家事などをほとん

どといってもいいぐらいしてもらっているので、こ

れらのコストは負担しなくてよいのである。ゆえ

に、彼らは高い生活水準を手に入れることができ

るのである。家計経済研究所の調査結果によると、

男、女にかかわらず親と同居している未婚者は家

事をほとんどしていないことがわかる（図表９）。

また、都市部であろうが地方であろうがこの結果

にほとんど差がないのである。

一方、「世帯内単身者に関する実態調査」の結果

によると、家事について平日仕事を持つ男性では

７割以上が全くしなく、女性の場合約４割となっ

ている。また、仕事を持たない男性では約３割、

女性の約７割は何らかの家事を行っているという

結果がでており、仕事を持つ、持たないで対照的

な結果となっている。

図表９　身の回りの家事（２０歳代）
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（資料）家計経済研究所（１９９２～１９９３調査）
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２．３　おこづかい事情

２．２で述べたように、パラサイト・シングル

たちは家賃や生活費を負担しなくてもよいわけな

ので、自由に使える小遣いが多いのである。図表

１０は２９歳までの首都圏在住社会人を対象にした日

経産業消費研究所の調査結果である。これをみて

みると、未婚男性の約３４％、未婚女性の約４１．５％が

こづかいが１０万円を越えているという結果となって

いる。この調査では、親との同居率が男女とも

８０％を越えているので、親同居社会人の回答が反

映されていると考えてよいだろう。また、近年、

景気が停滞し不況だといわれているが、高級ブラン

ドの需要は落ちていない。特に独身のＯＬに関し

ては高額商品の所有率はとても高いのである（図

表１１）。彼女たちは自由に使えるお金を持ってい

るので、妥協して安いものを買わず欲しい物を買

うことができるのだ。ゆえに、こういうところか

ら暮らしに対する満足度が高いのかもしれない。

図表１０ 社会人のこづかい未婚・結婚別（１９９８年）

社会人（２９歳以下、首都圏在住）のこづかい未婚・結婚別（１９９８年）
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１０万円

7.2

4.8 4.8 42.8 35.7 4.8 7.1

4.1

4.8 33.4 34.9 17.5 3.2 6.3

12.9 24.4 15.0 41.5

13.7 35.2 10.1 33.9

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

（資料）日経産業消費研究所調査

図表１１ 独身ＯＬ（首都圏在住２７～３５歳）の高額商品所有率
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（％）

29.2

81.8

46.8

14.2

46.5

16.0

9.1

（資料）日経産業消費研究所調査
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２．４　貯蓄・家計への繰り入れ

「世帯内単身者に関する実態調査」によると、

該当個人の７０．４％が貯蓄はあると回答し、貯蓄は

ないと回答した割合は２５．３％である。１０歳代では

ほとんどが貯蓄をしていないが、２０歳代になると

７割以上が貯蓄をしている（図表１２）また、家計

への繰り入れに関しては、該当個人の約７割が実

行しており、この割合は年齢が上がるごとに高く

なっている。平均繰り入れ額は２８．５千円であった

（図表１３）。

３　パラサイト・シングルと少子化問題

３．１　未婚者の結婚意思

国立社会保障・人口問題研究所が５年ごとに実

施している「出生動向基本調査」によると、いず

れは結婚しようと考える未婚者が大部分ではある

が、結婚意思を持つ者の割合が近年わずかずつで

はあるが減少傾向にあった。ただし、一生結婚す

るつもりはないと回答した割合は従来に比べ急増

したわけではなく、態度を「不詳」にしている者

たちが増えていることがわかった（図表１４）。
図表１２ 貯蓄について

貯蓄なし
25.3％

貯蓄あり
70.3％

不祥
4.4％

１

０．９

０．８

０．７

０．６

０．５

０．４

０．３

０．２

０．１

０
～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９

年齢
５０～５９ ６０～

0.46

0.74

0.78
0.76

0.68

0.95

貯蓄あり

（資料）国立社会保障・人口問題研究所
「世帯内単身者に関する実態調査」

図表１３ 家計への繰り入れ

繰り入れの有無 平均繰り入れ額

～１９
２０～２９
３０～３９
４０～４９
５０～５９
６０～
全　体

０．４８
０．６７
０．７５
０．８０
０．７９
０．８７
０．６９

１３．６
２０．７
３７．７
６４．５
７９．５
７５．４
２８．５

（千円）

図表１４　未婚者の生涯の結婚意志

〈男〉

１９８２年

１９８７年

１９９２年

１９９７年

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００
（％）

いずれ結婚するつもり

一生結婚するつもりはない

不祥

（資料）国立社会保障・人口問題研究所
「世帯内単身者に関する実態調査」
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また、結婚の利点や独身の利点に関しての質問

では、結婚の利点については、男女とも利点があ

りと回答したポイントが減少しており、特に２５歳

以降の年齢層では結婚に利点なしと回答した割合

が男女とも増加していた。つまり、結婚よりかは

独身生活の方に魅力があるようである（図表１５）。

一方、独身の利点については男女とも圧倒的に、

行動や生き方が自由という項目が多かった。その

他には金銭的に裕福、家族扶養の責任がなく気楽、

広い友人関係を保ちやすい、という項目が続いた

（図表１６）。

〈女〉

１９８２年

１９８７年

１９９２年

１９９７年

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００
（％）

いずれ結婚するつもり

一生結婚するつもりはない

不祥

（資料）国立社会保障・人口問題研究所
「出生動向基本調査」

図表１５ 年齢別にみた今の自分にとって「結婚することは利点がない」と考える未婚者

（男性） （女性）

４５

４０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

５

０

（％）

（％）

１８～１９歳 ２０～２４歳 ２５～２９歳 ３０～３４歳

４０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

５

０ １８～１９歳 ２０～２４歳 ２５～２９歳 ３０～３４歳

１９８７年 １９９２年 １９９７年

（資料）国立社会保障・人口問題研究所「世帯内単身者に関する実態調査」
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３．２　少子化問題

現在、日本では非婚化・晩婚化・少子化が進ん

でいる現象がみられる。平均初婚年齢は年々上昇

しているが、結婚した夫婦の完結出生児数は２．２

人程度で推移している。これまでパラサイト・

シングルの現状について概観してきたが、今後パ

ラサイト・シングルが増えていき、彼らが自分た

ちの置かれている状態に満足したままでいると、

結果ますます非婚化・晩婚化が進み、相対的に少

子化が進んでしまう恐れがある。この傾向の一因

には日本のようないまだ婚外子への差別意識が強

い文化の国では、結婚しなければ子供を産み、育

てていくことが難しい社会環境があることが考え

られる。少子化の進展は労働力人口の減少を意味

し、現行の雇用構造を前提とすると、将来的には

生活水準が低下し日本社会全体が貧しくなってし

まう可能性がでてくるだろう。

しかしながら、パラサイト・シングルたちは結

婚に対して夢をもっていないわけではない。彼ら

は「経済的に苦労せず、夫が家事を手伝ってくれ

る」や「家事や育児を全部引き受けてくれる」等、

そういう相手が見つかれば結婚してもいいと思っ

図表１６ 独身生活の利点

（男性）
８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０
行
動
や
生
き
方
が
自
由

金
銭
的
に
裕
福

家
族
扶
養
の
責
任
が
な
く
気
楽

広
く
友
人
関
係
を
保
ち
や
す
い

異
性
と
の
交
際
が
自
由

住
環
境
の
選
択
幅
が
広
い

現
在
の
家
族
と
の
関
係
が
保
て
る

職
業
を
も
ち
社
会
と
の
関
係
が
保
て
る

65 66 66

22 25 26 24 24 24 23 24 19

11 12 12

5 5 4 3 2 2 4 3 2

（女性）
８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

69 67 70

16 20 19 16 17 18

39 37 32

7 8 7
3 4 4

7 8 8
14 12 9

１９８７年　 １９９２年　 １９９７年

（資料）国立社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査」
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ている。だが、現実はそのような夢を叶えてくれ

る男性や女性は少ないだろう。だからこそ現実の

面から苦労してまで結婚したくない、という考え

が出てくるのかもしれない。

それでは、この事態をどのように打開すべきで

あろうか。それは端的にいうとパラサイト・シン

グルの親からの自立と、結婚すること・子供を育

てていくことに前向きに思える環境を整えること

が重要ではないだろうか。そのためには、まず、

親と子の相互依存状態を解消し、それぞれが自立

して生きていくことが必要である。次に女性の自

己実現を担保しつつ、結婚して子供を産んで育て

ることに希望・夢をもてる社会へと、社会そのも

のの構造改革を進めることが不可欠である。それ

には政府・企業・公的機関の支援や取り組みが不

可欠である。

４　おわりに

これまでパラサイト・シングルの実態について

概観してきたが、パラサイト・シングルは日本社

会の悪だという見方がされるかもしれない。また、

親が子供のためにすることに何が悪い、という意

見もあるだろう。そして、結婚する・しない、子

供を産む・産まないといった選択も個人の自由だ

といったらそれまでである。しかし、これからの

日本の将来を鑑みると、パラサイト・シングルた

ちの老後に影響を大きく及ぼすのは彼らの子供た

ちである。子供たちの数が少なければ少ないほど、

彼らの老後は明るくはならないだろう。そのよう

に考えると、パラサイト・シングルが増加してい

くことは今後の日本の将来に影を落とす一因にな

るのかもしれない。
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